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市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防災対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。「西東京の教育」を読んでのご意見・ご感想はこちらまでお寄せください。（〒202-8555 西東京市中町1-5-1 西東京市教育委員会教育企画課）
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　西東京市子ども読書活動推進計画によって取り組んでいる、子ども読書活
動が、「平成28年度子どもの読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）の
文部科学大臣表彰」を受けました。
　図書館で発行している「CATCH（キャッチ）」というYA世代（＊）向けの情
報紙の中高生との共同編集が注目され評価されたものです。

　教育委員会では、平成13年に制定された子どもの読書活動の推進に関する
法律に基づき、国および都の計画を踏まえ、平成18年
度に「西東京市子ども読書活動推進計画」（以下、計
画）を策定しました。
　計画では、子どもたちが自主的に読書に向かうこと
ができるように配慮しながら、誰もが、いつでも必要
な本に手の届く環境を整備し、「生きる力」を育むこ
とを目的としています。
　この後、平成23年度に「第２期計画」、平成27年度
に「第３期計画」を策定しています。
　文部科学省では、平成14年度から毎年、広く国民の
間に子ども読書活動についての関心と理解を深めることを目的に表彰を行
い、平成28年度は、141校、48図書館、58団体が受賞しました。
　表彰式は、独立行政法人国立青少年教育振興機構国立オリンピック記念青
少年総合センターで行われました。
　この表彰を励みに、これからも子どもの読書活動を推進する活動を充実さ
せてまいります。

◆中央図書館　０４２（４６５）０８２３

　東大農場（正式名称：東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態
調和農学機構）では、８月16日から８月26日まで、ひまわり迷路を公
開しました。
　ひまわり事業は、谷戸小学校・谷戸第
二小学校の子どもたちと市民、市民活動
団体の皆さんが一緒に取り組んでいま
す。

　種を植えて、
夏のイベントと
してひまわり迷
路を開催し、その後、咲き終わったひまわりか
ら種をとり、その種から油を絞ります。そし
て、この絞った油は精製することで、料理など
に利用することができます。
　今年度、谷戸小学校では、授業の中にこのひ
まわり事業の活動を取り入れて、資源循環につ
いて学習をします。
　谷戸第二小学校は、多くの人にひまわり迷路
を訪れていただくために、様々な工夫を凝ら
し、ポスターを作りました。

　子どもたちは、ひまわり事業の一連の体験を通して、食と資源循環
について学習を深めていきます。

◆教育企画課　０４２（４３８）４０７０

　教育委員会では、不審者等による犯罪から児童を守るため、小学
校の下校時間に合わせて、防災行政無線を利用し、子どもの下校時
における見守りを呼びかけています。
　市立小学校の児童が学期ごとに収録を行い、夏休み、冬休みなど
を除く、毎週水曜日の午後１時15分から放送を行っています。
　今年度も、夏休み期間中に、２学期分と３学期分の収録を行いま
した。

　収録は、市の危機管理室が災害時等に使用する、防災行政無線シ
ステムを利用して行っています。収録を行った児童は、録音した
声を聞き直し、納得のいく仕上がりになるまで何度も繰り返しまし
た。
　放送に合わせて買物や犬の散歩に行くなどして、是非、子どもた
ちの下校する様子を見守ってください。
　市民の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

◆教育企画課　０４２（４３８）４０７０

　市立小学校の４年生を対象とした「対話による美術鑑賞」授業
は、平成26年度からスタートし、今年度はいよいよ全18校での実施
となりました。11月１日㈫現在、７校の小学校で実施し、３月まで
に残り11校で実施する予定です。
　田無小学校と保谷第一小学校では、学校での授業と併せて、美術
館訪問を実施し、子どもたちからは、「本物の作品を見ることが
できてうれしかった。」「すてきな作品がたくさんあってびっくり
した。」「また家族と行きたい。」というような声が多くありまし
た。
　今年度からは、授業後にもアート作品を見ながら対話による美術
鑑賞ができるようにとワークシートを作成し、子どもたちに配布し
ています。

□ ヤギフェスは６年目を迎えます
　各公民館では、「まつり」「フェスティバル」などの名称で、地
域交流事業を行っています。
　柳沢公民館で、平成23年度に始まった柳

やぎ

フェス（今年度、ヤギ
フェスに名称を変更）は、市内在住、在勤、在学の若者に呼びか
け、バンド演奏やお笑い、マジックなどの発表の場を設けたことが
始まりでした。
　当時の公民館だよりには、「ジャンルを問わず一芸を持った若者
たちが一堂に集結し、思いっきり発信するフェスティバルを開催し
ます！」と書かれています。
　その精神を受け継ぎつつ、父親世代の
バンドや、中学生の合唱など、参加層は
どんどん広がっていきました。　昨年度
からは出演者による実行委員会を立ち上
げ、会議を重ねて運営をしています。
□ 今年のヤギフェスは一味違います
　今年のヤギフェスは12月４日㈰、午前10時から開催します。
　現在、実行委員会で具体的な進行や演出について検討を進めてい
るところです。
　今年は若者ばかりでなく、地域の一芸の持ち主にも、ロビーやス
テージで日頃の成果を披露してもらいます。来館の皆さまも含めて
世代間の交流の場にもなることを期待しています。
　「西東京市にもこんな素敵な人たちがいたんだ！」そんな感動を
お届けします。ぜひ足をお運びください。
◆柳沢公民館　０４２（４６４）８２１１

　この「対話による美術鑑賞」授業をサポートするのは、専門的な
研修を受けた市民ボランティアの「アートみーる」で、メンバーは
「みーるさん」と呼ばれています。
　「アートみーる」の「みーる」という言葉には、「見る」と
「m

ミ ー ル

eal（食事）」の二つの意味があり、アートをよく見て味わっ
て、心の栄養にしてほしいという意味が込められています。
　現在、約40人のみーるさんが活動しており、この事業を多くの皆
さまに知ってもらうために、西東京市美術協会展や、やおよろず
のさんぽ市などのまちのイベントにも参加し、「対話による美術鑑
賞」体験会を開催しています。
　この「対話による美術鑑賞」は、誰もが気軽に楽しむことができ
るツールとなっておりますので、引き続きまちのイベントなどで体
験会を開催し、まち全体に広げたいと考えています。
　最新情報は、市ホームページ等で随時公開するほか、本紙でも報
告していきます。

この取組に関する問合せ
文化振興課
　０４２（４３８）４０７０

◆教育指導課
　０４２（４３８）４０７５

　栄小学校の通学路や校内で子どもたちの安全を見守る活
動を長年行っている「わくわく栄」に対して、東京都教育
委員会から感謝状が贈呈されます。
　この感謝状は、長年にわたり、学校活動の支援及び地域
における児童・生徒の育成活動を続けている団体・個人に
対し、今後の活動継続を奨励することを目的に贈呈される
ものです。
　「わくわく栄」は、栄小学校通学区域内で、子どもたち

に声をかけ、安全確保やあいさ
つを行い、子どもたちの健全育
成に大きな役割を果たしていま
す。また、栄小学校の校内パト
ロールも行っていて、不審者侵
入の抑止力となっています。
　パトロール時には、手作りの

黄色いバンダナと共に、チューリップマークの見守りワッ
ペン（さかえちゃんワッペン）を着けて歩いています。
　このようなパトロール活動のほかにも、活動拠点となっ
ている「わくわくサロン」で、毎月講座や映画会等を開催
し、地域のつながりをつくる活動にも取り組んでいます。
　表彰式は、東京都教育の日である、11月５日㈯に行われ
ます。
　
◆教育企画課　０４２（４３８）４０７０

　７月30日㈯、早稲田大学高等学院で第１回理科・算数だい
すき実験教室が行われました。早稲田大学の協力のもと、平
成19年度から開催されているこの教室は、早稲田大学高等学
院の設備を使い本格的な実験ができると毎回好評です。第１

回の教室には、過去最多と
なる、300人を超える応募
者の中から抽選で選ばれた
児童と保護者が参加しまし
た。
　身近な物体が、真空状態
で変化するのを観察した
り、偏光板の不思議な性質

を発見したりと、普段、小学
校ではなかなか体験できない
貴重な時間となりました。
　11月26日㈯に実施予定の第
２回の教室はすでに募集を終
了していますが、来年度も実
施予定ですので是非、親子一
緒にご参加ください。

◆教育企画課　０４２（４３８）４０７０

文部科学大臣表彰を受けました！

ひまわりから油が採れる！？

「見守り放送」の収録を行いました

「対話による美術鑑賞」取組報告

12月４日㈰　ヤギフェスを開催します！

「わくわく栄」が表彰されます！

理科・算数だいすき実験教室
～理科・算数の面白さを発見！～
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今年度は全校実施！
　みーるさんと一緒にアートを楽しみましょう！

部
活
動
の
活
躍
を

　
　

紹
介
し
ま
す
！

（＊）ヤングアダルト世代。教育委員会では、13歳～18歳を対象としています。

常温の水を真空状態にすると…？

ペットボトルで作ったロケット
飛距離を競いました

美術館での鑑賞授業の様子 体験会の様子

「信じる力」を歌う子供たち
開校50周年を記念してつくられ
今も愛され歌い継がれる歌です

ひまわり迷路の写真

ポスターの写真

パトロールの様子

表彰状を手にする
奈良図書館長▼

　収録の様子
▼
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